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□多職種の活力を維持･向
上させる関わりができる

患者や家族(または患者を取り巻く人々)が治療に
協力できる工夫を行う 4　3　2　1

家族指導が必要な状況を早期に把握し、検討する
事が出来る 4　3　2　1

□ケアの受け手がおかれて
いる状況(場)を広くとらえ､
結果を予測しながら多職種
連携の必要性を見極め､主
体的に多職種と協カし合う

ことができる

退院支援の際､患者の生活を思い浮かべて､キー
パーソンは誰か判断できる 4　3　2　1

□ケアの受け手の個別性
に合わせて､適切なケアを

実践できる

□ケアの受け手の顕在的･
潜在的ニーズを察知しケア

の方法に工夫ができる

患者に対し､疾患の予後と治療による影響、患者の
生活を考慮し幅広い選択肢の中から適切なケアを

提案できる
4　3　2　1

患者の生活習慣や価値観等、希望を考慮して､幅
広い知識から様々な手段を提案できる 4　3　2　1

4　3　2　1

4　3　2　1

患者や家族(または患者を取り巻く人々)が、カン
ファレンスに参加できるように働きかける

 

4　3　2　1
急変時には､原因や今後の展開を予測できる

4　3　2　1

4　3　2　1
治療方針や検査結果､ケアの内容を多職種で共有
し意見を聞くことができる 4　3　2　1

患者の現在ある状況をとらえ､必要な職種がわか
り､協力を求めることができる 4　3　2　1
入院時から､退院後の生活場所(在宅､回復期リハ
ビリ病棟､高齢者介護施設等)について､多職種カン
ファレンスで提案し、退院計画を検討することが出
来る

協
働
す
る
力

ケ
ア
の
受
け
手
を
取
り
巻
く
多
職
種
の
力
を
調
整
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連
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で
き
る

患者の個別的なニーズに対応するため、関係者と
協力し多職種連携を進める 4　3　2　1

□多職種間の連携が機能
するように調整できる

退院支援の際､患者の生活を思い浮かべて､どの職
種と連携すればその条件を違成できるか調整がで
きる

4　3　2　1

退院支援の際､患者の生活を思い浮かべて､どのよ
うな条件であれば退院できるか調整ができる

定期的なカンファレンスだけでなく､必要なタイミング
を見極めてカンファレンスを開催できる 4　3　2　1

　

患者の思いや理解度を確認しながら､対処方法や
予防方法を説明することができる 4　3　2　1

□ケアの受け手の状態に
合わせた看護実践ができる

幅広い選択肢の中から適切なケアを提案･実践で
きる 4　3　2　1

患者および家族(または患者を取り巻く人々)への対
応と今後への準備ができる

ケ
ア
す
る
力

様
々
な
技
術
を
選
択
･
応
用
し
看
護
を
実
践
す
る

患者の入院前からの習慣についての情報を考慮し
た生活行動援助を計画・実践できる 4　3　2　1

患者の入院前からの習慣についての情報を考盧し
た生活行動援助を計画･実践する。→場所を入れ替

えた
4　3　2　1

□ケアの受け手の個別性を
とらえ､看護実践に反映が

できる

複数の患者を受けもつ中で､優先順位を正しく判断
し､ケアを実践できる。 4　3　2　1

患者の家庭での役割､仕事の内容､疾患に対する
思い等を意図的に焦点化して確認できる 4　3　2　1

収集した情報を統合して二ーズをとらえることがで
きる 4　3　2　1

各項日について観察する意味と観察項日間の関連
を理解し､異常値の出現時に対処できる。 4　3　2　1

患者の状況の原因を予測し、潜在するニーズを捉
える事ができる 4　3　2　1

他者評価
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□予測的な状況判断のもと
身体的､精神的､社会的､ス
ピリチュアルな側面から必
要な情報収集ができる

患者の疾患の予後や退院後の生活等の予測的な
状況判断のもと､必要な情報を収集ができる 4　3　2　1

患者に対し､疾患の予後と治療による影響や退院
後の生活を予測した上で情報を収集できる 4　3　2　1

□意図的に収集した情報を
統合し､ニーズをとらえるこ
とができる

項目
【レベル毎の

目標】
【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動

自己評価
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ラダー評価表　ラダーS-2
評価日　　　年　　　　月　　　日

4：現ラダー以上ことが出来る　3：一場面で予測的判断
が出来る　2：できる　1：到達までには課題がある

レベルⅠの定義 より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択しOLを高めるための看護を実践する



／ ／ ／
他者評価項目

【レベル毎の
目標】

【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動
自己評価

レベルⅠの定義 より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択しOLを高めるための看護を実践する

□業務改善もしくはそれに
準ずる成果をが出せる

□看護研究の主研究者もし
くは共同研究者が修了でき
る

□メンターとして部署教育
の役割を果たす事が出来る

□看護協会主催のラダーⅢ
～Ⅳレベルの研修に参加で
きる

□看護単位の課題が明確
化できる

□タイムマネジメントが行え
る

□看護師としてモラルある
行動が出来る

難易度 業務目標及び業績 業務知識・スキル 対人能力 課題解決能力 情意・モラル 師長評価
２次
評価

最終
評価

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)
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業務が時間内終了するよう計画性を持って看護に
取り組んでいる 4　3　2　１

身だしなみや接遇（言葉遣いや表情・態度など）看
護師として責任ある行動に取り組んでいる 4　3　2　１

一般的な看護実践を習得し、他者にモデルを示す
事ができる 4　3　2　0

年度

年度

□ケアの受け手や周囲の
人々の意思決定プロセスに
看護職の立場で参加し､適
切な看護ケアを実践できる

年度

□職業人として自己啓発に
取り組むことが出来る

4　3　2　0

自
己
教
育
・
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自
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ャ
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が
で
き
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担当する部署目標の達成に向けて、計画の実施・
評価を行う 4　3　2　1

年度

患者と家族(または患者を取り巻く人々)両者の意向
が異なる場合においても、両者それぞれの思いを理

解する。 4　3　2　1

年度

組
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織
的
役

割
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行
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る

□部署目標達成のチーム
リーダーの役割が果たせる

看護チームでは、チームリーダーの役割が遂行で
きる 4　3　2　1

Web研修(院内指定の研修は除く)
4　3　2　0

年度

　
メンターの役割を担うことが出来る。又は、学生指
導の役割を担い、学生の実習評価に責任を持つ 4　3　2　1

自部署の問題点を発見し、部署目標の設定や計画
立案に参加する 4　3　2　1

業
績

4　3　2　0
認知症

4　3　2　0
上記以外の研修参加

4　3　2　0

□認定看護師主催の研修
に参加できる

クリティカル
4　3　2　0

がん看護関連
4　3　2　0

褥瘡関連

感染管理

業務改善コースが修了し目的を果たす事ができる

4　3　2　0
看護研究の主研究者もしくは指導的立場で研究に

関わる事ができる 4　3　2　0

看護協会主催のラダーⅢ～Ⅳレベルの研修に参加
できる 　3　2　0

患者と家族(または患者を取り巻く人々)にとって､何
が大事なのかという価値観､生き方､意向を引き出

し､それぞれの気持ちを聞く。 4　3　2　1

患者と家族(または患者を取り巻く人々)がそれぞれ
個人の中に持つ複数の思いや気持ち、価値観に寄

り添う。 4　3　2　1
患者と家族(または患者を取り巻く人々)の現在ある

状況を多職種に代弁することができる。 4　3　2　1

意
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患者や家族（または患者を取り巻く人々）の気持ち
を引き出し、意思決定プロセスを促進させることが

できる｡
4　3　2　1

療養の場や治療･検査について､選択肢の特徴が
説明できる。 4　3　2　1

療養の場や治療･検査について､患者や家族(また
は患者を取り巻く人々)に提案するなどして意思決

定を支える。
4　3　2　1

　


